
証券コード 6834
2019年６月３日

株 主 各 位
千葉県松戸市松飛台296番地の１
株 式 会 社 精 工 技 研
代表取締役社長 上 野 昌 利

　
第47回定時株主総会招集ご通知

　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第47回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら後記の「株主総会参考書類」をご検討いただきまして、同封の議決権行使書用紙に議案
に対する賛否をご表示いただき、2019年６月20日（木曜日）午後５時30分までに到着するよ
うご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
記

　

1. 日 時 2019年６月21日（金曜日）午前10時
2. 場 所 千葉県柏市末広町14番１号

ザ・クレストホテル柏４階 クレスト
3. 目 的 事 項
報 告 事 項 1. 第47期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）事業報告の内

容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算
書類監査結果報告の件

2. 第47期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）計算書類の内容
報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）６名選任の件
第３号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよ
うお願い申し上げます。
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◎次の事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、インターネット上の当
社ウェブサイト（http://www.seikoh-giken.co.jp/）に掲載しておりますので本招集ご通知
の添付書類には記載しておりません。したがって、本招集ご通知の添付書類に記載しておりま
す連結計算書類及び計算書類は、監査報告を作成するに際し、会計監査人及び監査等委員会が
監査した連結計算書類及び計算書類の一部であります。

　 ①連結計算書類の連結注記表 ②計算書類の個別注記表
◎株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合は、インタ
ーネット上の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。
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株主総会参考書類
　
第１号議案　剰余金の処分の件

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、将来の投資に備
えるための内部留保を考慮しながらも、安定した配当を継続的に行うことを基本にしており
ます。
　当期におきましては、当期業績及び当社の利益還元に対する基本方針、今後の事業展開等
を勘案し、以下のとおり１株につき30円（前期に比べ３円増配）とさせていただきたいと
存じます。

　
期末配当に関する事項
１．配当財産の種類

金銭といたします。
２．配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき30円 総額 278,864,430円
３．剰余金の配当が効力を生じる日

2019年６月24日
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第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）６名選任の件
　本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く）６名全員は任期満了
により退任となります。つきましては、取締役（監査等委員である取締役を除く）６名の選
任をお願いするものであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会から全ての取締役候補者について相当である
旨の意見を得ております。
　取締役（監査等委員である取締役を除く）の候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当社の株式数

１ 上
うえ
　野

の
　昌
まさ
　利
とし

（1948年２月25日生）

1973年６月 当社入社 総務部長
1978年５月 当社取締役
1987年４月 当社常務取締役
1998年４月 当社専務取締役
1998年10月 当社代表取締役専務
2001年６月 当社代表取締役社長（現任）

890,000株

取締役候補者とした理由

当社入社以来、主要部門のトップとして豊富な経験を積み、2001年に当
社代表取締役社長に就任以来、強いリーダーシップをもってグループ全体
を牽引しております。こうした経験や実績を、取締役会における意思決定
に活かすことにより、当社グループのさらなる発展を牽引することが期待
できると判断し、取締役候補者といたしました。

２ 木
き
　村
むら
　 保

たもつ

（1949年12月７日生）

1972年11月 当社入社
1985年５月 当社取締役
2003年６月 当社常務取締役
2011年７月 当社専務取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
不二電子工業㈱ 代表取締役
大連精工技研有限公司 董事

609,200株

取締役候補者とした理由

創業間もなく当社に入社以来、主に営業面で当社を牽引し、現在の精機部
門の礎を築きました。また、子会社の代表としても強いリーダーシップを
発揮しております。こうした経験や実績を、取締役会における意思決定に
活かすことにより、当社グループのさらなる発展を牽引することが期待で
きると判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当社の株式数

３ 來
らい
　 関

かん
　明
めい

（1962年３月25日生）

1990年６月 特殊法人新技術開発事業団（現独立行政法
人科学技術振興機構）研究員

1995年４月 静岡大学工学部助教授
2013年６月 当社取締役（現任）
2016年４月 当社光学製品事業部長（現任）
（重要な兼職の状況）
杭州精工技研有限公司 董事長 総経理
大連精工技研有限公司 董事長
浙江精工光電科技有限公司 副董事長

40,000株

取締役候補者とした理由

2001年の杭州精工技研有限公司設立時、同社の総経理に就任して以来、
光通信関連に係る高い知見を活かし、光製品部門のリーダーとして事業拡
大に貢献しております。その知識や経験を、取締役会における意思決定に
活かすことにより、当社グループのさらなる発展を牽引することが期待で
きると判断し、取締役候補者といたしました。

４ 上
うえ
　野

の
　 淳

じゅん

（1974年８月16日生）

2002年２月 当社入社 経営企画室
2010年７月 当社事業本部製造統括部本社製造部副部長
2011年３月 杭州精工技研有限公司出向 副総経理
2013年11月 当社光学製品事業本部部長

大連精工技研有限公司出向 副総経理
2015年６月 当社取締役（現任）
2016年４月 当社経営企画室長
2018年10月 当社事業運営部長（現任）
（重要な兼職の状況）
SEIKOH GIKEN USA, INC. 代表取締役会長
SEIKOH GIKEN EUROPE GmbH 代表取締役会長
杭州精工技研有限公司 董事
大連精工技研有限公司 董事
不二電子工業㈱ 取締役
浙江精工光電科技有限公司 監事

334,900株

取締役候補者とした理由

当社入社以来、経営企画室でＭ＆Ａ業務を推進し、また杭州精工技研有限
公司、大連精工技研有限公司の副総経理として企業経営に携わり、その手
腕を発揮しました。こうした経験や実績を、取締役会における意思決定に
活かすことにより、当社グループのさらなる発展を牽引することが期待で
きると判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当社の株式数

５ 大久
おお く
保
ぼ
　勝
かつ
　彦
ひこ

（1942年１月７日生）

1965年４月 古河電気工業㈱入社
1995年６月 同社取締役
1999年６月 同社常務取締役 研究開発本部長
2001年６月 同社専務取締役 情報通信部門担当
2004年６月 同社顧問
2006年６月 当社取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
㈱大久保技術経営事務所 代表取締役

2,000株

社外取締役候補者とした理由
光通信関連業界において豊富な業務経験があり、企業経営に関する高い知
見を有していることから、今後も社外取締役としての独立した立場から、
当社取締役会における重要な意思決定や取締役会の監督機能の強化、また
当社グループのガバナンス体制の強化に貢献いただけると判断し、社外取
締役候補者といたしました。

６ 谷田
や た
貝
がい
　豊 彦
とよ ひこ

（1946年９月10日生）

1969年４月 特殊法人理化学研究所 研究員
1983年４月 筑波大学 教授
2007年４月 宇都宮大学 教授

同大学 オプティクス教育研究センター長
筑波大学 名誉教授（現任）

2017年４月 宇都宮大学 特任教授（現任）
同大学 名誉教授（現任）

0株

社外取締役候補者とした理由
大学で応用光学の研究と教育に永年携わり、旧日本光学会の幹事長や国際
光工学会の会長等の要職を歴任しておられます。光学に関わる幅広い知見
や国内外の学会での経験により、当社取締役会における重要な意思決定に
貢献いただけるものと期待し、選任いたしました。なお、同氏は会社の経
営に関与した経験はありませんが、上記の理由により社外取締役としての
職務を適切に遂行していただけるものと判断しております。

（注）1. 各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2. 谷田貝 豊彦氏は新任の取締役候補者であります。
3. 大久保 勝彦及び谷田貝 豊彦の両氏は、社外取締役候補者であります。
4. 大久保 勝彦氏は、現在当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、本株主総会終結の時をもって

13年となります。
5. 当社は、大久保 勝彦氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。また、谷

田貝 豊彦氏の選任が承認された場合は、同氏を独立役員として指定し、東京証券取引所に届け出る予定であります。
6. 当社は、大久保 勝彦氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する

契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、５百万円又は法令の定める最低責任限度額のいず
れか高い額としており、同氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定であります。また、谷田貝 豊彦氏
の選任が承認された場合は、同様の責任限定契約を締結する予定であります。

― 6 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年05月20日 14時55分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



第３号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
　本株主総会の開始の時をもって、2018年６月22日開催の第46回定時株主総会において
選任いただいた補欠の監査等委員である取締役 唐沢 昌敬氏の選任の効力が失効しますの
で、監査等委員である取締役が法令に定める員数を欠くことになる場合に備え、あらかじめ
補欠の監査等委員である取締役１名の選任をお願いするものであります。また、当該補欠の
監査等委員である取締役については、監査等委員である取締役の員数を欠いたことを就任の
条件とし、その任期については前任者の任期の満了する時までといたします。
　なお、本議案につきましては監査等委員会の同意を得ております。
　補欠の監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。
氏 名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（重 要 な 兼 職 の 状 況）

所有する
当社の株式数

唐
から
　沢
さわ
　昌
まさ
　敬
たか

（1945年７月20日生）

1973年７月 唐沢公認会計士事務所開設
1990年９月 中央青山監査法人代表社員
2000年７月 学校法人北里学園常任理事
2005年４月 青山学院大学大学院 会計プロフェッション研

究科教授
2013年７月 学校法人東京医科大学 常務理事

社会学博士・公認会計士・税理士

1,100株

補欠の監査等委員である社外取締役候補者とした理由

公認会計士や税理士として財務及び会計に関する専門知識を有し、また社会学
や経営学、組織論等にも精通しております。企業経営や企業統治に係る識見も
高く、多数の著書を出版しており、大学でも教鞭を揮っておりました。そうし
た知識や識見を活かし、当社取締役会の監督機能の強化、当社グループのガバ
ナンス体制の強化に貢献することができると期待し、補欠の監査等委員である
取締役（社外取締役）候補者といたしました。同氏は会社の経営に関与した経
験はありませんが、上記の理由により社外取締役としての職務を適切に遂行し
ていただけるものと判断しております。

　

（注）1. 当社は候補者 唐沢 昌敬氏と経営に関する顧問契約を締結しております。
2. 唐沢 昌敬氏は、補欠の社外取締役候補者であります。
3. 唐沢 昌敬氏が監査等委員である取締役（社外取締役）として就任した場合、当社は同氏との間で会社法第427条第１項及

び当社定款の規定による責任限定契約を締結する予定であります。当該契約に基づく会社法第423条第１項の損害賠償責
任の限度額は、５百万円又は法令の定める最低責任限度額のいずれか高い額とします。

4. 唐沢 昌敬氏が監査等委員である取締役（社外取締役）として就任した場合、当社は、東京証券取引所の定めに基づく独立
役員として届け出を行う予定であります。

以 上
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（添付書類）
事 業 報 告

　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

　
Ⅰ 企業集団の現況に関する事項
1. 事業の経過及びその成果
【全般的概況】
　当連結会計年度における世界経済は、前半は緩やかな拡大基調で推移したものの、年度
終盤に入ると、世界経済を牽引していた米国の成長に陰りが生じ、総じて減速感が強まる
こととなりました。米国経済は、トランプ政権による財政支出の拡大が景気を押し上げて
おりましたが、強硬な通商政策やこれに伴う貿易摩擦への懸念等から、年度後半に入ると
景気の拡大にブレーキがかかりました。中国経済は、米国をはじめ米国以外の国や地域に
向けた輸出が停滞して企業収益が悪化し、経済成長率が減退しています。また欧州経済
も、米中の通商問題、中国経済の減速、英国のEU離脱に伴う政治経済の混乱等を背景に
停滞感が強まることとなりました。我が国経済は、雇用や所得は底堅く推移しているもの
の、海外経済が弱含んでいることを受けて企業の生産や輸出が減少し、内外経済の先行き
不透明感から消費者マインドも悪化に転じることとなりました。
　当社グループが関わる情報通信関連やエレクトロニクス関連市場においては、スマート
フォンの世界需要が減少する一方、AIやIoTを活用したビジネスや業務の変革が進みまし
た。インターネットを介して流通するデジタルデータ量も急増しており、重要なデータを
保管するデータセンターの建設が世界各国で進んだほか、より効率的にデータを処理、活
用することのできる多様なクラウドサービスが普及し始めています。また、超高速・超大
容量データ通信を可能とする第５世代無線通信規格「5G」が、今後数年の間に世界各国
で相次いで導入されることから、基地局等に用いられる高機能な光通信デバイスの開発に
拍車がかかることとなりました。「5G」は、カーエレクトロニクスの分野でも、完全自動
運転の実現を後押しする技術革新として期待されています。また放送関連市場では、昨年
12月から国内で、超高画質の新しい映像規格「4K」「8K」の衛星放送が始まりました。
2020年のオリンピックイヤーに向けて「4K」「8K」放送に対応するテレビやチューナー
の需要増加が期待されるほか、「5G」の開始とあいまって遠隔医療の実現に向けても貢献
が見込まれています。
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　こうした中で当社グループは、2016年度からスタートさせた６ヶ年にわたる中期経営
計画『マスタープラン2016』の３年度目として、引き続き「既存事業の収益力強化」、
「事業ポートフォリオの最適化」、「経営基盤の強化」の各施策の遂行に取り組みました。
　「既存事業の収益力強化」に向けては、精密成形品や各種の金型、精密金属加工部品等
を主力製品とする精機事業、光通信用部品とその関連機器、光伝送装置等を主力製品とす
る光製品事業の両セグメントにおいて、販売力と価格競争力を強化すると共に、当社グル
ープの技術資源である精密加工・精密成形・光学技術の活用により、新製品・新技術の開
発に注力しました。
　「事業ポートフォリオの最適化」に向けては、「成長期待事業」に位置付けていた光通
信用部品について、データセンターや光通信インフラ向けに売上が伸張し、「成長牽引事
業」へと移行させることができました。また、昨年７月には、連結子会社である杭州精工
技研有限公司が中国国内の投資会社と共同出資し、中国のIT関連の有力企業に対してデー
タセンター用部品等の販売を行う新会社を設立しました。光通信用部品を「収益基盤事
業」へとさらに進化させるために、昨年10月から営業活動を開始しております。
　「経営基盤の強化」に向けては、グループ会社間の共同プロジェクトや、各社の幹部が
一堂に会する国際経営会議等を通してグループ内のコミュニケーションを活性化させ、将
来に向けたシナジー効果をより創出しやすいグループ体制の構築に努めました。また当社
においては、大規模自然災害等の発生時に損害を最小限にとどめ、確実な事業の継続とよ
り早期の復旧を実現するため、事業継続計画（BCP）の見直しを行いました。
　こうした諸施策を実施した結果、当連結会計年度の売上高は15,502,383千円（前連結
会計年度比14.4％増）となり、当社創業以来の最高売上高を更新しました。損益面では、
採算性の良い製品の販売が伸張したこと等により、営業利益は1,619,058千円（前連結会
計年度比73.9％増）、経常利益も1,754,742千円（前連結会計年度比66.5％増）となり、
大幅な増益となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は1,232,548千円（前
連結会計年度比34.8％増）となりました。
　なお、当事業年度の期末配当につきましては、株主の皆様に対して安定的な剰余金の配
当を行うという方針を元に当事業年度の業績、内部留保等のバランスを鑑み、前事業年度
実績から１株当たり３円を増額し、１株当たり30円とさせていただく予定であります。
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【セグメント別概況】
《精機関連》
　精機関連では、金属材料のプレス成形や、樹脂と金属を一体で成形するインサート成形
等の技術を活用した精密成形品や、精密成形品を効率的に量産するための高品質な金型等
をお客様にご提供しております。当連結会計年度は、スマートフォンやモバイル端末のキ
ーボードに使用されるプレス成形品の販売が伸張しました。また、自動車の燃料噴射圧や
ブレーキ圧を感知するセンサー用基幹部品や、燃料供給を電子制御するエンジンコントロ
ールユニット用ケース等のインサート成形品も堅調に売上を伸ばすことができました。車
載用成形品の増産を目的に一昨年に新設した北海道千歳市の工場は、静岡県の既存工場か
らの生産移管が順調に進んでおり、当連結会計年度末現在で約９割の製造ライン導入を終
えています。開発面では、創業以来培ってきた精密金型技術や薄肉成形技術、ミクロン単
位の凹凸を正確に写し取る微細転写技術を応用し、自動車や医療、バイオ等の産業領域に
おいて、お客様と共に新たな製品の量産化に向けた技術課題の解消に取り組みました。
　これらの結果、当連結会計年度の精機関連の売上高は8,729,058千円（前連結会計年度
比13.6％増）となりました。

　
《光製品関連》
　光製品関連では、快適なインターネット環境を支える光通信インフラに使用される光コ
ネクタ等の部品や、これらの光通信用部品を製造する際に使用する機器や検査・測定装置
等をお客様にご提供しております。インターネットを介して流通するデジタルデータ量が
増加していることを受けて、光通信インフラの拡充やビッグデータを処理・保管するデー
タセンターの建設が世界の各地で積極的に進められています。当連結会計年度は、中国の
電子商取引大手企業が新設するデータセンターに当社グループの光コネクタが採用される
こととなり、光通信用部品の売上が大幅に増加しました。また、世界各国で第５世代の無
線通信規格「5G」の実用化に向けた準備が進んでいることを受けて、需要が増加してい
る光通信用部品を製造するための機器や装置も売上を伸ばしました。開発面では、現行の
ハイビジョンを超える高画質な映像規格「4K」や「8K」に対応し、高精彩なテレビ映像
を安定的に中継するための光伝送装置や、特殊な耐熱樹脂を用いた超小型レンズの量産方
法の確立等に取り組みました。
　これらの結果、当連結会計年度の光製品関連の売上高は6,773,325千円（前連結会計年
度比15.6％増）となりました。
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　当連結会計年度のセグメント別売上高の内訳は下表のとおりであります。
　

区 分
前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度比

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率
千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

精 機 関 連 7,686,568 56.7 8,729,058 56.3 1,042,490 13.6

光 製 品 関 連 5,860,539 43.3 6,773,325 43.7 912,785 15.6

合 計 13,547,107 100.0 15,502,383 100.0 1,955,276 14.4
　
2. 設備投資の状況
　当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額は1,238,146千円で、その主なも
のは次のとおりであります。

（1）当連結会計年度中に完成した主要設備
精機関連 射出成形機、自動製造装置、金型、建物付属設備等
光製品関連 光部品製造設備、フェルール製造設備、レーザー顕微鏡等
その他設備 建物付属設備、電話設備、社用車、ソフトウェア等

　
（2）当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充

　自動製造装置（精機関連）等
　
（3）当連結会計年度に実施した重要な固定資産の売却、撤去、消失

　該当事項はありません。
　
3. 資金調達の状況
　当連結会計年度におきましては、増資又は社債発行及び借入による資金調達は行ってお
りません。当連結会計年度中に実施いたしました設備投資等の所要資金は、自己資金を充
当いたしました。
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4. 対処すべき課題
　当社グループが事業を営む情報通信、エレクトロニクス関連市場は変化のスピードが速
く、世界の競合企業との競争環境も年々厳しさが増しております。当社グループは現在、
いかなる事業環境下においても継続的に企業価値を向上させることのできる強固な企業体
質を確立するべく、中期経営計画『マスタープラン2016』の遂行に取り組んでおります。
『マスタープラン2016』は2016年度から開始し、当社グループが第50期を迎える2021
年度を最終年度とする経営計画で、当連結会計年度で前半の３年間が終了したところで
す。計画の中では、当社グループが目指す企業ビジョンを次のとおり定めております。

　
■ 企業ビジョン
　私たちは「世界の顧客のベストパートナーとなる」ために挑戦し続けます。
　 ・精密技術で、顧客から最も頼りにされる存在となります。
　 ・柔軟な発想で、新事業・新製品・新技術を創造します。

　
　中期経営計画『マスタープラン2016』では、当社グループが目指す企業ビジョンを実
現するために対処すべき課題として次の３点を認識しております。

　
（1）既存事業の収益力強化
　当社グループは、精密加工や精密成形、光学技術を技術資源とし、世界に向けて事業展
開を行っています。その事業領域は、自動車や通信インフラ、ノートパソコンやモバイル
端末等のエレクトロニクス機器をはじめ、放送用、測定用機器等、多岐に渡っています。
それぞれの市場環境は異なるものの、総じて環境変化は加速度的に早くなり、競合企業と
の競争は国家や業界の垣根を越えて激化する傾向にあります。そうした中でも着実にシェ
アを伸ばし、売上と利益の成長を実現するためには販売力と価格競争力の強化が欠かせま
せん。
　販売力を高める上ではまず、的確なマーケティングを通して成長市場を見極め、その市
場に求められるニーズと当社グループが有する技術や製品との接点を把握することが重要
です。また、新しいお客様と出会う機会を数多く作り出すためにも、展示会への出展や新
聞、雑誌等へのプレスリリース、ホームページ等のメディアを通して当社グループの技術
や製品を積極的に広報し、市場での認知度を高めてまいります。並行して新製品、新技術
の開発からリリースまでの時間を短縮し、技術、品質、性能の各面でお客様の期待を超え
るサービスを提供してまいります。
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　価格競争力の強化に向けては、「生産」「購買」「物流」の各方面の最適化を図ることに
より、製造原価のさらなる低減を目指します。生産面では各工場において、自動化を含む
生産工程の改善や製品設計の改良等を通してリードタイムの短縮に取り組むほか、小集団
活動等を通して不良率の低減を推進しています。購買面では、世界中の取引先との良好な
パートナーシップを維持しながら、最良の部材を最も適切な価格で調達できる体制の構築
を目指すほか、物流面では受注から納品までの無駄を排除し、コストと時間を最小化する
サプライチェーンの構築に取り組んでまいります。

　
（2）事業ポートフォリオの最適化
　当社グループが将来に向けて安定的に企業価値を向上し続けることのできる企業グルー
プとなるためには、成熟した市場の中で安定的にキャッシュを生み出す「収益基盤事業」、
成長する市場の中で需要の増加に比例してキャッシュの増加が見込める「成長牽引事業」
を確保する一方、未来の「収益基盤事業」「成長牽引事業」の創出に向けて、「成長期待事
業」の早期収益化や「次世代事業」の開拓が不可欠であります。
　当社グループは現在、車載用成形品や精密プレス部品、光コネクタ製造機器や検査装
置、光伝送装置といった「収益基盤事業」「成長牽引事業」を確保しています。販売単価
の下落から低収益となり「成長期待事業」に位置付けていた光通信用部品は、データセン
ター建設の増加や「5G」に向けたインフラ投資の拡大を機に事業収益を改善し、「成長牽
引事業」へと移行させることができました。また、昨年７月には、連結子会社である杭州
精工技研有限公司が中国国内の投資会社と共同出資し、データセンター用部品等の販売を
行う新会社を設立しました。光通信用部品を「収益基盤事業」へとさらに進化させるため
に、昨年10月から営業活動を開始しております。未だ「成長期待事業」にある精密成形
品とレンズは、展示会やホームページ等を介して様々な業界のお客様から引き合いをいた
だいており、量産に向けて試作成形を繰り返しています。これら「成長期待事業」の収益
力を向上させ、より競争力のある「成長牽引事業」へと早期に移行させるべく取り組む一
方、採算の確保が困難な事業は合理化を実施していきます。
　また、「収益基盤事業」と「成長牽引事業」で創出したキャッシュを利用して、自動車
や医療機器、バイオ等、今後の成長が見込める産業分野に新しい「次世代事業」を見出
し、育てていくことも欠かせません。当社グループは、創出したキャッシュを滞留させる
ことなく次代を担う事業群の創出へと活用することにより、永続的な企業成長を可能とす
る最適な事業ポートフォリオを構築してまいります。
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（3）経営基盤の強化
　永続的な企業価値の成長を実現していくためには、環境（Environmental）、社会
（Social）、企業統治（Governance）の各側面の改善を通して経営基盤を強化することが
重要と考えています。
　環境面においては、「高品質な商品を安定して製造すること」が最も地球に優しい事業
活動である（無駄な資源・エネルギーを消費しない、無駄な廃棄物を排出しない）と考
え、品質管理体制の維持と改善に取り組んでいます。また、製造工程における環境負荷物
質の排除など、開発・設計・製造・販売のあらゆる企業活動において継続的な環境改善の
実施に努めています。
　社会面においては、有能な社員の採用と育成に力を注ぐ一方、働き方改革「メリハリワ
ーク」を導入して生産性の向上に取り組み、当社単体の時間外労働は前期比約７％削減す
ることができました。また、大規模自然災害等の発生時に、サプライチェーンの維持とよ
り早い生産復旧を実現するために、事業継続計画（BCP）の見直しを行いました。
　企業統治面においては、2016年６月に監査等委員会設置会社へと移行し、取締役会の
機能強化を図っております。当連結会計年度においては、グループ会社間の共同プロジェ
クトや、各社の幹部が一堂に会する国際経営会議等を通してコミュニケーションを活性化
させ、グループとしての意思統一を図ると共に、将来に向けたシナジー効果をより創出し
やすいグループ体制の構築に努めました。
　当社グループは、中期経営計画『マスタープラン2016』で明確化した方針と施策を着
実に遂行することにより、成長の土台となる経営基盤を一層強化し、より幅広い産業領域
において永続的に社会の発展に貢献する企業グループとなるべく、努力してまいりたいと
考えております。

　
5. 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

　
6. 他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

　
7. 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。
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8. 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。

　
9. 財産及び損益の状況

　

区 分 第 44 期
（2016年３月期）

第 45 期
（2017年３月期）

第 46 期
（2018年３月期）

第 47 期
（当連結会計年度）
（2019年３月期）

売 上 高（千円） 12,182,898 12,644,339 13,547,107 15,502,383

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益（千円） 550,287 800,674 914,647 1,232,548

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 （円） 59.85 86.71 98.95 133.34

総 資 産（千円） 24,840,005 25,026,123 26,197,523 27,686,073

純 資 産（千円） 21,190,502 21,567,541 22,484,626 23,204,786

１ 株 当 た り 純 資 産 （円） 2,302.30 2,333.15 2,428.41 2,502.04
（注）1. １株当たり当期純利益は、期中平均株式数により算出しており、１株当たり純資産は、期末発行済株式総数により算出し

ております（当該株式数につきましては、自己株式を控除しております。）。
2. 売上高・親会社株主に帰属する当期純利益・総資産・純資産の金額は、千円未満を切捨て、１株当たり当期純利益及び１

株当たり純資産は、銭未満を四捨五入して表示しております。
3. 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年2月16日)に伴う、「会社法施行規則及び会
社計算規則の一部を改正する省令」(法務省令第5号 平成30年3月26日)を当連結会計年度から適用しており、第46期の
総資産の金額について、遡及適用した数値で表示しております。
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10. 重要な子会社の状況
（1）重要な子会社の状況

　

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

SEIKOH GIKEN USA, INC. 千米ドル
3,440

％
100.0

光部品、光部品製造機器の販売並びに光ディス
ク成形用金型部品の販売及びメンテナンス

SEIKOH GIKEN EUROPE
GmbH

千ユーロ
1,900

％
100.0

光部品、光部品製造機器の販売並びに光ディス
ク成形用金型部品の販売及びメンテナンス

杭州精工技研有限公司 千円
810,000

％
100.0

光部品の製造及び販売並びに光部品製造機器の
販売

大連精工技研有限公司 千米ドル
8,737

％
100.0 光部品の製造

不二電子工業株式会社 千円
675,000

％
100.0 自動車用部品、電子部品等の製造及び販売

DATA PIXEL SAS 千ユーロ
151

％
97.0

光部品形状測定装置、検査装置等の開発、製造
及び販売

（注）1. 当社の連結子会社は上記に記載の６社に加え、2010年９月に営業を停止し休眠化した香港精工技研有限公司があります。
また、連結子会社杭州精工技研有限公司は、2018年７月に他社と合弁で浙江精工光電科技有限公司を設立し、持分法適
用関連会社としております。

2. 当連結会計年度の連結業績につきましては、前記「1.事業の経過及びその成果」に記載のとおりであります。
　
（2）事業年度末日における特定完全子会社の状況

　特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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11. 主要な事業内容（2019年３月31日現在）
　当社グループは、自動車用部品、電子部品等の精密成形品及び各種精密金型等の製造販
売を展開する精機関連と、光部品及び光部品製造機器、無給電光伝送装置等の製造販売を
展開する光製品関連を中核事業とし、これに付帯する一切の事業を併せて営んでおりま
す。
　それぞれの事業部門における主要な製品は次のとおりであります。

　

区 分 主 要 製 品 名

精 機 関 連 事 業
精 密 成 形 品 自動車用部品、電子部品等

精 密 金 型 光ディスク成形用金型等の各種精密金型、金型用部品等

光製品関連事業
光 部 品 光コネクタ、光コネクタ付コード、光減衰器、フェルール、

光ファイバ先端加工、高耐熱レンズ等

光部品製造機器 光コネクタ研磨機、光測定器、フェルール端面クリーナ、
無給電光伝送装置、光電界センサー等

　
　
12. 主要な営業所及び工場（2019年３月31日現在）
（1）当社

本 社 千葉県松戸市
支 店 台湾支店（中華民国）
工 場 本社工場（千葉県松戸市）

第２工場（千葉県松戸市）
第４工場（千葉県松戸市）
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（2）子会社
SEIKOH GIKEN USA,INC.（アメリカ合衆国）
SEIKOH GIKEN EUROPE GmbH（ドイツ連邦共和国）
杭州精工技研有限公司（中華人民共和国）
大連精工技研有限公司（中華人民共和国）
不二電子工業株式会社
　本社工場（静岡県静岡市）
　岡部工場（静岡県藤枝市）
　千歳工場（北海道千歳市）
DATA PIXEL SAS（フランス共和国）

　
　
13. 企業集団の使用人の状況（2019年３月31日現在）

　

区 分 使用人数 前連結会計年度末比増減

精 機 関 連 事 業 237名 11名増

光 製 品 関 連 事 業 607名 14名減

全 社（共 通） 54名 1名減

合 計 898名 4名減
（注） 使用人数は、就業員数を記載しております。
　

14. 主要な借入先（2019年３月31日現在）
　該当事項はありません。
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Ⅱ 会社の株式に関する事項（2019年３月31日現在）
1. 発行可能株式総数 37,000,000株　

　
2. 発行済株式の総数 9,333,654株（自己株式38,173株を含む）

　
3. 株主数 2,468名　

　
4. 大株主（上位14名）

　

株主名 持株数 持株比率

上 野 昌 利 890 千株 9.57 ％

有限会社 高志 725 7.80

有限会社 光研 654 7.04

木 村 保 609 6.55

細 江 由紀子 432 4.65

都 丸 由美子 430 4.63

上 野 淳 334 3.60

吉 田 智 恵 334 3.59

高 橋 藤 子 321 3.46

細 江 一 稀 249 2.68

細 江 美 里 249 2.68

細 江 直 輝 249 2.68

向 山 沙 希 249 2.68

都 丸 未 季 249 2.68
（注） 持株比率は、発行済株式の総数から自己株式（38,173株）を除いて計算しております。
　
5. その他株式に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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Ⅲ 会社の新株予約権等に関する事項
1. 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
　該当事項はありません。

　
2. 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

　
3. その他新株予約権等に関する重要な情報
　該当事項はありません。
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Ⅳ 会社役員に関する事項
1. 取締役の氏名等（2019年３月31日現在）

　

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 上 野 昌 利

専 務 取 締 役 木 村 保 不二電子工業㈱ 代表取締役
大連精工技研有限公司 董事

取 締 役 栁 瀬 晴 夫 経営企画室長
不二電子工業㈱ 取締役

取 締 役 來 関 明
光学製品事業部長
杭州精工技研有限公司 董事長 総経理
大連精工技研有限公司 董事長
浙江精工光電科技有限公司 副董事長

取 締 役 上 野 淳

事業運営部長
SEIKOH GIKEN USA,INC. 代表取締役会長
SEIKOH GIKEN EUROPE GmbH 代表取締役会長
杭州精工技研有限公司 董事
大連精工技研有限公司 董事
不二電子工業㈱ 取締役
浙江精工光電科技有限公司 監事

取 締 役 大久保 勝 彦 ㈱大久保技術経営事務所 代表取締役

取締役（常勤監査等委員） 森 保 彦

取 締 役 （監 査 等 委 員） 三 好 徹 三好総合法律事務所 所長
㈱オーハシテクニカ 社外取締役（監査等委員）

取 締 役 （監 査 等 委 員） 相 場 俊 夫
㈲オーシーエムコンサルタント 代表取締役
相場公認会計士事務所 所長
不二電子工業㈱ 監査役

（注）1. 取締役 大久保 勝彦氏、取締役 三好 徹氏及び取締役 相場 俊夫氏は、社外取締役であります。
2. 当社は、監査等委員の監査・監督機能を強化し、取締役（監査等委員を除く）からの情報収集及び重要な社内会議におけ
る情報共有並びに内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能にするため、森 保彦氏を常勤の監査等委員として
選定しております。

3. 取締役 大久保 勝彦氏、取締役 三好 徹氏及び取締役 相場 俊夫氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定
し、同取引所に届け出ております。

4. 取締役 三好 徹氏は、弁護士の資格を有しております。
5. 取締役 相場 俊夫氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
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2. 責任限定契約の内容の概要
　当社と社外取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額
は、５百万円又は法令の定める最低責任限度額のいずれか高い額としております。

　
3. 当事業年度に係る取締役の報酬等の総額

　

区 分 支給人員 支給額

取締役（監査等委員を除く） 6名 116,694千円

（うち社外取締役） （1名） （1,800千円）

取締役（監査等委員） 3名 13,560千円

（うち社外取締役） （2名） （4,800千円）

合計 9名 130,254千円

（うち社外取締役） （3名） （6,600千円）
（注）1. 取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2016年６月17日開催の第44回定時株主総会において、年額1,000,000千

円以内と決議いただいております。
2. 取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2016年６月17日開催の第44回定時株主総会において、年額200,000千円以内と
決議いただいております。

3. 取締役（監査等委員を除く）の報酬等の支給額には、業績連動型株式報酬に係る役員株式給付引当金繰入額17,809千円を
含んでおります。当該株式報酬については、2016年６月17日開催の第44回定時株主総会において、上記１に記載の報酬
限度額とは別枠として決議いただいております。

　
4. 社外役員に関する事項（2019年３月31日現在）
（1）重要な兼職先と当社との関係
・取締役 大久保 勝彦氏は、株式会社大久保技術経営事務所の代表取締役を兼務しており
ます。
なお、当社と株式会社大久保技術経営事務所との間には特別の関係はありません。
・取締役（監査等委員）三好 徹氏は、三好総合法律事務所の所長及び株式会社オーハシ
テクニカの社外取締役（監査等委員）を兼務しております。
なお、当社と三好総合法律事務所、株式会社オーハシテクニカとの間には特別の関係は
ありません。

・取締役（監査等委員）相場 俊夫氏は、相場公認会計士事務所の所長及び有限会社オー
シーエムコンサルタントの代表取締役を兼務しております。
なお、当社と相場公認会計士事務所、有限会社オーシーエムコンサルタントとの間には
特別の関係はありません。
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（2）当事業年度における主な活動状況
① 取締役会等への出席の状況

　

取締役会
（13回開催）

監査等委員会
（14回開催）

出席回数 出席率 出席回数 出席率

取 締 役 大久保 勝彦 13回 100％ ― ―

取 締 役
（監 査 等 委 員） 三好 徹 13回 100％ 14回 100％

取 締 役
（監 査 等 委 員） 相場 俊夫 12回 92％ 13回 93％
（注） 上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第26条第２項の規定に基づき、取締役会決議があったもの

とみなす書面決議が1回ありました。
　

② 取締役会等における発言の状況
　社外取締役 大久保 勝彦氏は、企業経営に関する豊富な経験・知見を活かして、当
社の経営全般において必要な発言を適宜行っております。
　社外取締役（監査等委員）三好 徹、相場 俊夫の両氏は、それぞれ弁護士、公認会
計士としての専門的な見地から、取締役会の意思決定の妥当性、適正性を確保するた
めの発言を適宜行っております。また、監査等委員会においても、両氏はそれぞれの
専門的な見地から、審議事項に係る有益な意見表明を行っております。
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Ⅴ 会計監査人の状況
1. 会計監査人の名称 有限責任監査法人トーマツ

　
2. 報酬等の額
（1）当事業年度に係る報酬等の額 24,000千円

　
（2）当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 35,500千円

　

（注）1. 監査等委員会は、社内関係部署及び会計監査人からの必要な資料の入手や報告を通じて、会計監査人の監査計画の内容、
過年度における職務執行状況や報酬見積りの算出根拠等を検討した結果、会計監査人の報酬について、会社法第399条第
１項及び第３項の同意を行っております。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を区
別していないため、上記(1)の金額にはこれらの合計額を記載しております。

　
3. 連結子会社の監査
　当社の連結子会社であるSEIKOH GIKEN USA,INC.、SEIKOH GIKEN EUROPE
GmbH、杭州精工技研有限公司、大連精工技研有限公司、DATA PIXEL SASは、当社の
会計監査人以外の監査法人（外国における当該資格に相当する資格を有するもの）の監査
を受けております。

　
4. 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断
した場合に、会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当する
と認められる場合に、監査等委員全員の同意に基づいて会計監査人を解任いたします。こ
の場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におい
て、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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Ⅵ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
1. 業務の適正を確保するための体制
　当社は、経営理念を具現化し、株主の皆様やお客様、取引先、協力会社、地域社会、従
業員とその家族等のあらゆるステークホルダーに対する企業価値向上を図るため、リスク
やコンプライアンスを的確に管理するための社内規程を整備し、取締役並びに従業員が法
令、定款並びにこれらの社内諸規程等の遵守を徹底することにより内部統制が確実に機能
するよう努めております。
　その一環として、会社法第399条の13及び会社法施行規則第110条の４に基づいて
「内部統制システムの基本方針」を策定しており、その内容は次のとおりであります。

　
「内部統制システムの基本方針」
（1）経営理念

　当社及び当社の子会社から成る企業集団（以下、「当社グループ」という。）は、以下
の経営理念を、業務執行に係るすべての経営活動の拠り所とする。
『すぐれた技術と独創性で、質の高い商品を供給し、社会の進歩発展に貢献して、会社
の成長と社員の幸福を追求する。』

　
（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　当社は、法令・社内規程に基づいて、文書等の保存を行う。
　情報の管理については、情報セキュリティ基本方針に基づいてISMS（情報セキュリ
ティマネジメントシステム）を確実に運用することとする。

　
（3）当社及び当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　当社は、当社グループに共通するリスク管理規程、経営危機管理規程その他の社内規
程において、当社グループのリスク管理体制及び有事の際の対応を明確化する。
　また当社は、日常の労働安全衛生面、環境面、製品品質面及び情報セキュリティ面等
に関して、当社グループ内で開催する各種委員会等を通してリスク管理を行う。業務担
当部門においては、各々の業務に内在するリスクを専門的な立場から把握し、これを自
律的に管理することとする。
　また当社の内部監査室は、当社各部署及び当社の子会社におけるリスク管理状況を監
査し、その結果を当社の代表取締役社長に報告することとする。
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（4）当社及び当社子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための
体制
　当社は毎月１回の定例取締役会及び必要に応じて臨時取締役会を開催し、重要事項の
決議並びに取締役の業務執行状況の監督等を行う。取締役の職務執行をより効率的に行
うため、常勤取締役並びに各部門の業務執行責任者で構成する部門間連絡会を原則とし
て毎月１回開催し、各部門の業務執行状況と経営に関する重要情報を共有することとす
る。
　業務運営については、当社グループの中長期及び単年度の経営目標とその達成に向け
ての経営計画（マスタープラン）を策定し、当社の各部門及び当社子会社においては、
その目標達成のための具体的な事業計画を策定・実行する。また、その目標に対する進
捗状況については、代表取締役社長と各部門責任者が毎月１回行う部門ミーティング
や、半期に１回開催する国際経営会議における各子会社の取締役等からの業績報告を通
じて定期的に検証することとする。
　日常の業務執行については、当社の業務分掌・職務権限規程、当社子会社においては
関係会社運営規程に基づいて、各職位及び子会社の権限と責任を明確化する。職務を割
当てられた各職位者及び子会社の取締役等は自らの業務活動の完遂を期すと共に、各組
織単位は相互に関係する業務を協調して行うことにより、業務執行の効率性を確保する
こととする。

　
（5）当社及び当社子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合すること

を確保するための体制
　当社は、当社グループの取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合する
ことを確保するため、これに係る当社グループ内規程を制定すると共に、当社にコンプ
ライアンス担当役員を定める。コンプライアンス担当役員は、役職員に対する教育等の
コンプライアンス推進活動状況を取締役会に報告する。また、当社グループ全体のコン
プライアンスを推進する委員会を設置するほか、当社内に、当社グループのコンプライ
アンスに係る通報相談を受け付ける通報相談窓口を設置することとする。
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（6）当社及び当社子会社における業務の適正を確保するための体制
　当社は、当社グループ内規程に基づき、当社子会社からの取締役の職務執行等に関す
る定期報告を通して事業の運営状況を適切に把握することとする。経営上の重要案件に
ついては、各社の経営の自主性を尊重しつつ、事前協議を行う等相互に密接な連携を図
り、当社グループ全体の経営の効率化を図ることとする。

　
（7）財務報告の適正性を確保するための体制

　当社は、経理規程その他の社内規程に基づき、会計基準その他関連する諸法令を遵守
し、単体及び連結ベースでの財務報告の適正性を確保するための体制を構築する。ま
た、その体制の整備・運用状況を評価・改善するための仕組みを構築することとする。

　
（8）監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）

からの独立性及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
　監査等委員会は、必要に応じて、内部監査室スタッフを監査等委員会の職務を補助す
べき使用人として任命することができ、当該使用人は、もっぱら監査等委員会の指揮命
令に従わなければならない。また、監査等委員会の職務を補助すべき使用人の任命･異
動については、監査等委員会の同意を得て行うこととする。

　
（9）当社及び当社子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人等が監査

等委員会に報告をするための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制
① 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、監査等委員会の要請に応じて
次の資料提供又は報告を行うこととする。

（ⅰ）稟議書、会議議事録、契約書
（ⅱ）会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実
（ⅲ）毎月の経営状況として重要な事項
（ⅳ）内部監査状況及びリスク管理に関する重要な事項
（ⅴ）重大な法令・定款違反のおそれのある事実
（ⅵ）その他コンプライアンス上重要な事項
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② 当社の使用人は、前項(ⅱ)又は(ⅴ)に関する重大な事実を発見した場合には、監査等
委員会にこれを直接報告できるものとする。

③ 当社グループの役職員は、当社監査等委員から業務執行に関する事項について報告を
求められたときは、速やかに適切な報告を行う。

④ 当社グループの役職員は、法令等の違反行為等、当社又は当社の子会社等に著しい損
害を及ぼすおそれのある事実については、これを発見次第、直ちに当社の監査等委員
又は監査等委員会に対して報告を行うこととする。

⑤ 当社グループの内部通報制度の担当部署は、当社グループの役職員からの内部通報の
状況について、定期的に当社の監査等委員に対して報告する。

⑥ 当社は、当社グループの監査等委員会へ報告を行った当社グループの役職員に対し、
当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨をコンプ
ライアンス委員会等を通じて当社グループの役職員に周知徹底する。

　
（10）監査等委員の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に関する事項

　当社は、監査等委員がその職務の執行について、当社に対し、会社法第399条の２第
４項に基づく費用の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請
求に係る費用又は債務が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を
除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。

　
（11）その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査等委員は取締役、会計監査人及び内部監査室と適時、意見交換を実施することと
する。
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2. 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。
（1）業務執行の適正及び効率性の確保に関する取り組み

　当社は、毎月開催する定例の取締役会の他に、必要に応じて臨時取締役会を開催し、
重要事項の決議並びに取締役の業務執行状況の監督等を行っております。当事業年度に
おいては13回の取締役会を開催しました。
　また当社は、取締役会の機能向上を目的に、当事業年度における取締役会の実効性に
ついて評価・検証を行いました。この結果、当社の取締役会は活発な議論が交わされる
体制が整っており、概ね適切に運用されていると評価されました。今後も引き続き、取
締役会の審議事項の充実や取締役会を支える体制の強化等を図り、取締役会の審議の質
の向上に努めてまいります。
　取締役会以外では、常勤取締役並びに各部門の業務執行責任者で構成する部門間連絡
会を年間12回開催したほか、海外も含めて当社子会社の取締役や経営幹部が一堂に会
する国際経営会議を年間２回開催し、各社、各部門の業務の執行状況と経営に関する重
要事項の共有を行いました。さらに、代表取締役社長と各部門責任者は部門ミーティン
グを年間12回行い、部門目標に対する進捗状況と事業課題の確認、課題解決に向けて
の事業戦略等について打ち合わせを行いました。

　
（2）コンプライアンスの管理及び損失の危険の管理に関する取り組み

　当社は、当社グループの取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合する
ことを確保するほか、リスク管理体制と有事の際の対応等を明確化するため、当社グル
ープ共通のコンプライアンス管理規程、リスク管理規程を策定し、これを運用しており
ます。
　当事業年度においては、大規模自然災害等の発生時に損害を最小限にとどめ、確実な
事業の継続とより早期の復旧を実現するため、事業継続計画（BCP）の見直しを行った
ほか、当社グループが遵守すべき法令を整理した「コンプライアンス・ガイドライン」
の遵守状況を各部門が確認すると共に、最新の法令改正に対応した内容へとアップデー
トを行いました。また３月には、大規模地震の発生を想定して当社の全従業員を対象に
安否確認システムの訓練を行い、非常時の対応の確認を行いました。
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（3）監査等委員会監査の実効性の確保に関する取り組み
　当社は当事業年度、14回の監査等委員会を開催し、監査に関する重要な事項の決
議・報告・協議を行いました。常勤監査等委員は、取締役会以外にも部門間連絡会等の
主要な社内会議に出席し、子会社を含めた情報を収集しているほか、会計監査人、内部
監査室と定期的に情報交換を行い、監査の実効性を確保しております。

　
（4）内部監査の実施状況について

　内部監査室は、年間の内部監査計画に基づき、各部門や国内外の子会社に対して、業
務執行の適正性や法令等の適合状況に関する内部監査を行いました。

　
3. 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
　当社は、市民社会に脅威を与える反社会的勢力に対して毅然として対応し、一切の関係
を遮断することを基本方針として「倫理規範」及び「倫理行動基準」に定め、関係会社を
含む当社グループ全体に展開しております。
　また、管理部門を担当部署とし、所轄警察や弁護士等の外部専門機関との連携を図るこ
とによって、迅速な情報収集と的確な対応を行う体制を整備しております。

　
4. 会社の支配に関する基本方針
　現在のところ、当社には、当社株式の大量買付に関する差し迫った具体的脅威は発生い
たしておりません。また、そのような買付者が出現した場合の具体的な取り組み（いわゆ
る「敵対的買収防衛策」）をあらかじめ定めてはおりません。
　しかしながら、株主の皆様から付託を受けた経営者の責務として、当社株式の取引状況
や株主構成の異動の状況等を注視しつつ、当社株式の大量買付を企図する者が出現した場
合には、社外の専門家も交えて、当該買付者の意図の確認、事業計画の評価及び交渉を行
い、当該買付行為が当社の企業価値や株主の皆様の共同の利益に反すると認められた場合
には、具体的な対抗措置の要否及びその内容等を速やかに決定のうえ開示し、措置の実施
を検討してまいります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（本事業報告中の記載数字は、金額については表示単位未満を切捨て、比率その他については四
捨五入しております。）
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連 結 貸 借 対 照 表
　

　

（2019年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

た な 卸 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

顧 客 関 連 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

投 資 不 動 産

そ の 他

17,544,147

11,285,404

3,632,827

1,948,525

679,682

△2,292

10,141,925

7,319,392

2,256,129

1,670,314

2,335,796

523,116

534,035

1,759,448

1,377,504

280,120

101,823

1,063,084

53,608

884,621

124,855

流 動 負 債 3,378,749
買 掛 金 1,694,322
未 払 法 人 税 等 356,043
賞 与 引 当 金 106,613
そ の 他 1,221,771
固 定 負 債 1,102,537
長 期 未 払 金 145,070
役 員 株 式 給 付 引 当 金 43,533
預 り 敷 金 19,037
繰 延 税 金 負 債 16,843
退 職 給 付 に 係 る 負 債 839,155
そ の 他 38,897
負 債 合 計 4,481,286

純 資 産 の 部
株 主 資 本 22,828,753
資 本 金 6,791,682
資 本 剰 余 金 10,571,419
利 益 剰 余 金 5,634,918
自 己 株 式 △169,267
その他の包括利益累計額 299,822
その他有価証券評価差額金 4,054
為 替 換 算 調 整 勘 定 305,374
退職給付に係る調整累計額 △9,605
新 株 予 約 権 59,140
非 支 配 株 主 持 分 17,069
純 資 産 合 計 23,204,786

資 産 合 計 27,686,073 負 債 純 資 産 合 計 27,686,073
（注） 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 15,502,383
売 上 原 価 10,443,555
売 上 総 利 益 5,058,828

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,439,770
営 業 利 益 1,619,058

営 業 外 収 益
受 取 利 息 12,713
受 取 配 当 金 978
家 賃 収 入 56,080
特 許 権 使 用 料 収 入 6,778
補 助 金 収 入 17,150
為 替 差 益 35,184
そ の 他 28,877 157,763

営 業 外 費 用
家 賃 収 入 原 価 14,541
持 分 法 投 資 損 失 1,568
そ の 他 5,969 22,078
経 常 利 益 1,754,742

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 2,893 2,893
特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 2,816 2,816
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,754,819
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 561,883
法 人 税 等 調 整 額 △45,595 516,287
当 期 純 利 益 1,238,532
非支配株主に帰属する当期純利益 5,983
親会社株主に帰属する当期純利益 1,232,548

（注） 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当連結会計年度期首残高 6,791,682 10,571,419 4,653,349 △169,136 21,847,315
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △250,979 △250,979
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 1,232,548 1,232,548

自 己 株 式 の 取 得 △131 △131
株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額（純額）
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 合 計 ― ― 981,569 △131 981,437

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 6,791,682 10,571,419 5,634,918 △169,267 22,828,753
　

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
その他有価証券
評 価 差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当連結会計年度期首残高 12,388 602,394 △14,073 600,709
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額
剰 余 金 の 配 当
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益
自 己 株 式 の 取 得
株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額（純額） △8,334 △297,019 4,467 △300,886
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 合 計 △8,334 △297,019 4,467 △300,886

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 4,054 305,374 △9,605 299,822
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　（単位：千円）

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当連結会計年度期首残高 22,302 14,298 22,484,626
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △250,979
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 1,232,548

自 己 株 式 の 取 得 △131
株主資本以外の項目の
当連結会計年度変動額（純額） 36,837 2,771 △261,277
当 連 結 会 計 年 度
変 動 額 合 計 36,837 2,771 720,159

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 59,140 17,069 23,204,786
（注） 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2019年３月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 11,031,057 流 動 負 債

買 掛 金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
未 払 事 業 所 税
預 り 金
前 受 収 益
そ の 他
固 定 負 債
長 期 未 払 金
退 職 給 付 引 当 金
役 員 株 式 給 付 引 当 金
預 り 敷 金
長 期 預 り 金

682,324
262,369
118,141
189,054
63,656
12,161
31,740
3,758
1,442

878,183
145,070
520,596
43,533
19,037
149,945

現 金 及 び 預 金 8,519,150
受 取 手 形 110,755
売 掛 金 1,203,579
商 品 30,758
製 品 54,330
仕 掛 品 151,124
原 材 料 91,822
貯 蔵 品 1,500
前 払 費 用 3,262
関 係 会 社 短 期 貸 付 金 701,600
未 収 消 費 税 等 16,271
未 収 入 金 72,800
未 収 法 人 税 等 60,384
そ の 他 13,716
固 定 資 産 11,586,281
有 形 固 定 資 産 3,261,342
建 物 951,512
構 築 物 8,284 負 債 合 計 1,560,507
機 械 装 置 166,795 純 資 産 の 部
車 両 運 搬 具 3,244 株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金
別 途 積 立 金
繰 越 利 益 剰 余 金

自 己 株 式
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
新 株 予 約 権

20,997,339
6,791,682
10,571,419
10,571,419
3,803,505
1,697,920
2,105,584
500,000
1,605,584
△169,267

350
350

59,140

工 具 器 具 備 品 86,892
土 地 2,035,325
建 設 仮 勘 定 9,288
無 形 固 定 資 産 21,269
ソ フ ト ウ ェ ア 20,576
電 話 加 入 権 693
投資その他の資産 8,303,669
投 資 有 価 証 券 20,836
関 係 会 社 株 式 3,932,371
関 係 会 社 出 資 金 2,198,217
投 資 不 動 産 825,700
関 係 会 社 長 期 貸 付 金 1,204,800
そ の 他 121,743

純 資 産 合 計 21,056,830
資 産 合 計 22,617,338 負 債 純 資 産 合 計 22,617,338

（注） 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 4,173,546
売 上 原 価 2,779,451
売 上 総 利 益 1,394,095

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,362,909
営 業 利 益 31,185

営 業 外 収 益
受 取 利 息 23,429
受 取 配 当 金 608,244
家 賃 収 入 43,382
特 許 権 使 用 料 収 入 77,992
業 務 受 託 料 4,760
補 助 金 収 入 4,262
為 替 差 益 1,728
そ の 他 6,559 770,360

営 業 外 費 用
家 賃 収 入 原 価 9,248
そ の 他 1,346 10,595
経 常 利 益 790,950

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 9 9
税 引 前 当 期 純 利 益 790,960
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 36,686
法 人 税 等 調 整 額 △1,852 34,833
当 期 純 利 益 756,126

（注） 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 資本剰余金合計
当 期 首 残 高 6,791,682 10,571,419 10,571,419
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当
当 期 純 利 益
自 己 株 式 の 取 得
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 ― ― ―
当 期 末 残 高 6,791,682 10,571,419 10,571,419
　

株 主 資 本
利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計利益準備金

その他利益剰余金 利 益
剰余金
合 計別途積立金 繰越利益

剰 余 金
当 期 首 残 高 1,697,920 500,000 1,100,437 3,298,357 △169,136 20,492,324
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △250,979 △250,979 △250,979
当 期 純 利 益 756,126 756,126 756,126
自 己 株 式 の 取 得 △131 △131
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 ― ― 505,147 505,147 △131 505,015
当 期 末 残 高 1,697,920 500,000 1,605,584 3,803,505 △169,267 20,997,339
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（単位：千円）
評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 4,027 4,027 22,302 20,518,654
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △250,979
当 期 純 利 益 756,126
自 己 株 式 の 取 得 △131
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） △3,677 △3,677 36,837 33,160

当 期 変 動 額 合 計 △3,677 △3,677 36,837 538,176
当 期 末 残 高 350 350 59,140 21,056,830
（注） 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
　

独立監査人の監査報告書
2019年５月９日

株 式 会 社 精 工 技 研
　 取 締 役 会 御中

有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 飯 野 健 一 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 森 田 浩 之 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社精工技研の2018年４月１日から2019年
３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的
な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算
書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討す
ることが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、株式会社精工技研及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書
　

独立監査人の監査報告書
2019年５月９日

株 式 会 社 精 工 技 研
　 取 締 役 会 御中

有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 飯 野 健 一 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 森 田 浩 之 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社精工技研の2018年４月１日から
2019年３月31日までの第47期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその
附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書
に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて
いる。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実
施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な
虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明
するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

― 40 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年05月20日 14時55分 $FOLDER; 40ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



監査等委員会の監査報告書
　

監 査 報 告 書

　当監査等委員会は、2018年４月１日から2019年３月31日までの第47期事業年度における
取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告い
たします。
　
1. 監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役
会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取
締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて
説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携
の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の
報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会
社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から
事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検
証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応
じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを
確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する
品質管理基準」（平成17年(2005年)10月28日企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類(貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表)及びその附属明細書並びに連
結計算書類(連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表)
について検討いたしました。

― 41 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年05月20日 14時55分 $FOLDER; 41ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい
るものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　
2019年５月16日

株式会社精工技研 監査等委員会
常勤監査等委員 森 保 彦 ㊞
監査等委員 三 好 徹 ㊞
監査等委員 相 場 俊 夫 ㊞

　
（注） 監査等委員 三好 徹及び相場 俊夫は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締

役であります。
　

以 上
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柏駅西口

末広町
６

国道６号

西 口

柏 駅

ザ・クレストホテル柏

東武野田線 JR
至松戸・上野 至我孫子・取手

三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 高

島
屋

株主総会会場ご案内図

会場：千葉県柏市末広町14番１号
ザ・クレストホテル柏４階 クレスト
電話 (04)7146－1111（代表）

　

● 交通機関
　 JR常磐線・東武野田線 柏駅西口徒歩２分
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